
令和8年5月14日(木)

市長定例記者会見

～殺処分ゼロを継続していくために～

犬猫殺処分ゼロを７年連続で達成！



概要

2

奈良市では「犬猫の殺処分ゼロ」

を目標に掲げ、保護犬・保護猫の引

取数減少や新たな飼い主への譲渡機

会の拡大に向けた様々な取組を推進

し、令和7年度、自然死・安楽死を除

いて、「殺処分ゼロ」を達成。令和

元年度から7年連続での達成となりま

した。

７年連続で達成

犬猫殺処分ゼロを



トピックス
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①本市の自然死・安楽死（※1）を除く殺処分数（※2）は、令和元年度から

7年連続「殺処分ゼロ」を継続。

②「飼い主のいない猫不妊去勢手術支援事業（チケット制）」を令和6年6月か

ら開始。協力動物病院での手術にかかる費用を市が全額負担。猫の引取数は

過去最少に。

③令和5年度に開始した「収容動物トリミング・トレーニング事業」により

犬の譲渡が促進。令和5年度4頭→６年度6頭→７年度７頭に。

④ふるさと納税の使い道「犬猫殺処分ZEROプロジェクト」で頂いた寄付金は、

令和7年度2,541件47,754,900円で過去最多。令和2年度～7年度までの総額

は1億6,100万円に。

※１ 自然死・安楽死…負傷し治る見込みがない等、やむを得ず安楽死等をすること。

※２ 殺処分…攻撃性や病気等があり、譲渡が難しいと判断し、処分すること。
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犬・猫の収容と処分の推移

合計（犬、猫）
収 容 処 分

捕獲 引取 負傷救護 小計 返還 譲渡
自然死・
安楽死

殺処分 小計

平成２１年度 56 564 75 695 43 4 168 459 674

平成２２年度 61 453 32 546 58 3 105 380 546

平成２３年度 58 410 61 529 50 5 67 400 522

平成２４年度 49 325 79 453 57 4 112 280 453

平成２５年度 76 322 77 475 67 12 149 218 446

平成２６年度 31 288 42 361 92 18 114 169 393

平成２７年度 49 294 24 367 46 82 196 43 367

平成２８年度 14 160 19 193 21 56 116 8 201

平成２９年度 12 159 25 196 17 109 54 3 183

平成３０年度 14 173 40 227 27 141 54 1 223

令和元年度 11 158 48 217 20 164 36 0 220

令和２年度 7 158 29 194 10 173 12 0 195

令和３年度 6 138 36 180 22 136 20 0 178

令和４年度 0 196 16 212 18 164 16 0 198

令和５年度 1 194 31 226 8 177 28 0 213

令和６年度 0 52 13 65 10 53 12 0 75

令和7年度 0 14 19 33 4 28 15 0 47

7年連続ゼロ！
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犬・猫の収容と処分の推移

7年連続

ゼロ達成！
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殺処分ゼロに至るまでの本市の取組
平成27年3月 譲渡ボランティア制度開始

平成29年5月 譲渡動物不妊去勢手術補助金制度開始

平成30年4月 犬猫パートナーシップ店制度開始

7月 預かりボランティア制度開始

8月 飼い主のいない猫への不妊去勢手術補助金制度開始

譲渡ボランティア協力者謝礼制度開始

令和 2年4月 預かりボランティア協力者謝礼制度開始

預かりボランティア医療費補助金制度開始

令和 3年4月 TNR活動支援ボランティア協力者謝礼制度開始

負傷動物医療事業開始

譲渡ボランティア医療費補助金制度開始

令和 6年4月 譲渡サポート店制度開始

6月 飼い主のいない猫不妊去勢手術支援事業（チケット制）開始

令和 7年3月 犬舎改修完了
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飼い主のいない猫不妊去勢手術（TNR）
実績数・猫引取数・猫譲渡数の推移

猫
TNR
(補助金)

TNR
(チケット)

TNR
合計

引取 譲渡

平成30年度 66 ー 66 153 136

令和元年度 99 ー 99 139 154

令和２年度 84 ー 84 142 158

令和３年度 188 ー 188 112 129

令和４年度 189 ー 189 169 161

令和５年度 179 ー 179 183 173

令和６年度 33 454 487 36 43

令和７年度 ー 445 445 4 21
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飼い主のいない猫不妊去勢手術（TNR）
実績数・猫引取数・猫譲渡数の推移
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殺処分ゼロを達成するための３本柱

殺処分ゼロを達成するための奈良市の取組み

１．保健所での引取数の減少

２．飼養の充実

３．譲渡の推進

▲譲渡会の様子
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保健所での引取数の減少

①飼い主のいない猫の不妊去勢手術事業（令和6年6月開始）

申請者に手術券を発行、指定動物病院（県内27病院うち市

内11病院）での手術費用を市が全額助成。

▶令和7年度実績
445頭 12,492,000円

C 公益財団法人どうぶつ基金
0
0

殺処分ゼロを達成するための奈良市の取組み
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保健所での引取数の減少

②TNR活動支援ボランティア制度（令和3年4月開始）

・高齢のため捕獲した猫を病院に連れていけない

・猫を捕獲するスキルがない

等、活動の実施が困難な方に対して、「TNRサポーター」

が捕獲や病院への搬送等のサポートを行う。

そのサポーターに対する補助制度。

▶令和7年度実績

92件 736,000円

殺処分ゼロを達成するための奈良市の取組み
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保健所での引取数の減少に対する令和8年度の取組予定

①飼い主のいない猫の不妊去勢手術等支援事業→増額

令和8年度予算額 17,300,000円

（委託料オス180頭⇒200頭、メス370頭⇒400頭 等）

②TNR活動支援ボランティア制度（協力者謝礼）→増額

令和8年度予算額 880,000円（8,000円／件 100件⇒110件）

殺処分ゼロを達成するための奈良市の取組み
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飼養の充実

①預かりボランティア制度（平成30年7月開始）
登録した預かりボランティアが保護された生後2か月未満の幼齢猫や、人

馴れしていない犬猫を預かり、ミルク給餌や排泄、介護などの世話を行う。

▶令和6年度から介護・治療・収容施設確保のための預かりを設定。

▶登録者数 40人

▶協力者謝礼（令和2年4月開始） 令和7年度実績 12頭 194,800円

▶医療費助成金（令和2年4月開始）

預託期間中の医療費について補助金を交付。

令和7年度実績 1頭 51,260円

殺処分ゼロを達成するための奈良市の取組み
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飼養の充実

②負傷動物医療事業

▶保健所に収容される重度の疾病や負傷を負った犬猫が、

高度でより良い治療が受けられるように、動物病院での

治療費用を予算化。

令和7年度実績 17頭 1,702,577円

※保健所では簡易的な治療しかできないため、

市内の登録動物病院に高度な治療をお願いしている。

殺処分ゼロを達成するための奈良市の取組み
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飼養の充実に対する令和８年度の取組予定

①預かりボランティア制度→増額
▶預かりボランティア協力者謝礼

令和8年度 1,050,000円（600円×700日、300円×2,100日 幼齢）

予算額 2,520,000円（2,000円/頭⇒6,000円×12ヶ月×35頭 猫・小型犬）

288,000円（4,000円/頭⇒12,000円×12ヶ月×2頭 中型犬）

180,000円（5,000円/頭⇒15,000円×12ヶ月× 1頭 大型犬）

▶預かりボランティア医療費助成金

令和8年度 990,000円（8,000円 80頭、35,000円 10頭）

予算額 4,560,000円（120,000円 38頭）

②負傷動物医療事業→継続 令和8年度予算額 2,900,000円

殺処分ゼロを達成するための奈良市の取組み
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譲渡の推進

①譲渡ボランティア制度（平成27年3月開始）

▶登録したボランティアに保護犬・保護猫の譲渡を委託し、譲渡ま

での適切な飼養管理を行う。

▶譲渡ボランティア登録者数 13団体及び6人

▶譲渡ボランティア協力者謝礼（平成30年8月開始）

1頭につき1日200円（最大60日）の協力者謝礼を支給。※令和7年度実績なし

▶譲渡ボランティア医療費補助金（令和3年4月開始）

譲渡ボランティアへ譲渡した犬猫の病院受診費用（健康診断を除く）

を支援し、譲渡ボランティアの負担軽減を図る。※令和7年度実績なし

殺処分ゼロを達成するための奈良市の取組み
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譲渡の推進

②犬猫パートナーシップ店制度（平成30年4月開始）

▶認定店は、終生飼育をすることなどを購入者に誓約してもらい、

本市の犬猫譲渡制度の取組みについて広報する。

▶認定店舗数は４店

▶登録店舗で譲渡会を1回実施 81名来場

殺処分ゼロを達成するための奈良市の取組み
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譲渡の推進

③譲渡動物不妊去勢手術補助金（平成29年5月開始）

▶保健所から譲渡した犬猫の不妊去勢手術に対し、上限5,000円まで

補助金を交付。

令和7年度実績 14頭 支給額 70,000円

④収容動物トリミングおよびトレーニング制度（令和5年4月開始）

▶保健所が収容した動物のうち、長毛種など定期的な

トリミングが必要な個体や気質や行動に問題のある

個体に対する専門家によるトレーニングを行う。

令和7年度実績 トリミング 延べ22頭 156,858円

トレーニング 4頭 115,000円

殺処分ゼロを達成するための奈良市の取組み



19



20

譲渡の推進

⑤譲渡サポート店制度（令和6年4月開始）

▶第一種動物取扱業のうち、犬又は猫の飼養施設を有し、本市

の譲渡事業に協力する適正な業者を「譲渡サポート店」とし

て登録し、保健所で収容している犬猫を預かり展示し、譲渡

機会の増加及び収容施設の確保を図る。

▶登録店舗数は3店。

殺処分ゼロを達成するための奈良市の取組み
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譲渡の推進

⑤譲渡サポート店制度（令和6年4月開始）

▶譲渡サポート店報償費

預かり型 猫・小型犬 月額2,000円／頭

中型犬（7～20kg未満） 月額4,000円／頭

大型犬（20kg以上） 月額5,000円／頭

団体譲渡型 1頭につき1日200円（最大60日）の協力者謝礼を支給

譲渡決定時（預かり型・団体譲渡型共通）20,000円／頭

令和7年度実績 犬1頭 支給額22,000円、猫1頭 支給額4,000円

▶譲渡サポート店医療費補助金

令和7年度実績 猫1頭 支給額 1,320円

殺処分ゼロを達成するための奈良市の取組み
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譲渡の推進に対する令和８年度の取組予定

①譲渡ボランティア制度→継続

▶譲渡ボランティア協力者謝礼

令和8年度予算額 600,000円（200円×60日 50頭）

▶譲渡ボランティア医療費補助金

令和8年度予算額 450,000円（30,000円／頭 15頭）

②犬猫パートナーシップ店制度→継続

③譲渡動物不妊去勢手術補助金→継続

令和8年度予算額 350,000円

（5,000円／頭 70頭）

犬猫パートナーシップ店
の認定式▼

殺処分ゼロを達成するための奈良市の取組み
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譲渡の推進に対する令和８年度の取組予定

④収容動物トリミングおよびトレーニング制度→継続

▶収容動物トリミング事業手数料

令和8年度予算額 210,000円（15,000円×2頭、10,000円×3頭×6回）

▶収容動物トレーニング事業手数料

令和8年度予算額 351,000円（6,500円×9回×6頭）

トリミング

殺処分ゼロを達成するための奈良市の取組み
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譲渡の推進に対する令和８年度の取組予定

⑤譲渡サポート店制度→増額

▶譲渡サポート店謝礼（預かり型・団体譲渡型 成功報酬・報償費）

令和8年度予算額 440,000円

▶譲渡サポート店医療費

令和8年度予算額 600,000円⇒750,000円

⑥ホームページ作成業務委託→新規

▶保健所の譲渡対象犬猫のほか、一般市民からの譲渡希望犬猫情報

や迷子犬猫情報を掲載するサイトの作成

令和8年度予算額 3,630,000円

殺処分ゼロを達成するための奈良市の取組み
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譲渡の推進に対する令和８年度の取組予定

⑦譲渡対象犬猫紹介動画撮影委託→新規

▶ショート動画を月1回4～5本程度撮影

委託し、課公式Xや市公式YouTubeに掲載

令和8年度予算額 105,600円

（8,800円×12回）

⑧譲渡会・譲渡対象犬猫周知啓発記事掲載料→新規

▶民間媒体(フリーペーパー)に定期的に記事を掲載することにより、

保健所の譲渡事業についてより幅広い層に周知啓発を図る

令和8年度予算額 330,000円（27,500円×12回）

殺処分ゼロを達成するための奈良市の取組み
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犬猫殺処分ZEROプロジェクト寄附金実績

年度 件数 寄附額

令和2年度 556件 11,133,900円

令和3年度 949件 17,111,733円

令和4年度 1,129件 19,648,777円

令和5年度 1,609件 26,114,000円

令和6年度 2,343件 39,861,700円

令和7年度 2,541件 47,754,900円

累計 9,127件 161,625,010円

殺処分ゼロを達成するための奈良市の取組み



令和8年5月14日(木)

市長定例記者会見

～殺処分ゼロを継続していくために～

犬猫殺処分ゼロを７年連続で達成！
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